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Ⅳ．2030 年の宇宙利用 

 

  

 現段階では実証実験、研究開発中のものが主体であるが、5～10 年後には実用化、社会

実装が進み、産業構造の変化、生活の変化などが生まれ、現在北海道、日本が抱える社会

課題解決が進んでくるものと期待される。 

 

○期待される 2030 年のビジョン 

  帯広空港、十勝港を周辺に有する大樹町の新射場が、広大な土地を背景に拡張を続けて

いる。IST をはじめ、民間ロケット打上げ事業者による衛星打上げが、日常的に行われる

ようになり、小型衛星打上げビジネスが文字通り軌道に乗りはじめる。射場整備、運営関

連産業が大樹町周辺に集積する。ロケット製造にかかわる素材製造業、加工業、衛星製作

会社やそこへ重要部品を納入する製造業、ロケットを制御、管制する設備を製作する企業、

制御のためのソフトウェアを開発する企業、それらの企業で働く人々とそれらが形成す

るコミュニティを支える周辺産業（不動産、飲食店、商業施設などなど）が北海道に広く

充実し、定着している。 

  北海道は 21 世紀の北海道経済を支える新しい産業の創出を目指し、「宇宙版シリコン

バレー」の形成に注力。射場やロケット・衛星製造・打上げにとどまらず、衛星データ加

工販売サービスを行う企業も集まる。大学や道総研などの研究機関、民間、自治体、金融

機関といった産学官金連携が活発になる。北海道には衛星データ活用の最大のユーザと

見込まれる農業、林業、漁業があり、また、広大な土地を持つ北海道の広域インフラ維持、

防災の観点で自治体などが、これらの宇宙関連産業と密接に結び付き、活発な技術開発が

行われる。 

当然に雇用が創出され、人々が集まる。あらゆる産業の生産性が向上し、生産物の付加

価値も高まる。厳しい自然環境にある北海道において、災害の未然防止が進み社会損失が

極小化される。 

宇宙産業が北海道に集積し、日本はもとより世界中から優秀な人材が北海道に集まっ

てくる。様々な北海道の社会課題が解決し、北海道経済が元気になり、日本や世界に対し

ても宇宙活用のリーディングエリアとして知られる状況を迎えた 2030 年が期待できる。 

 

2030 年に期待される宇宙産業の変化 

・国内宇宙ベンチャーによる民間商用ロケットが衛星軌道まで到達 

・衛星打上げの低価格化が進み、衛星データ利用ビジネスが拡大 

・準天頂衛星（みちびき）７機体制、衛星測位によるビジネスも拡大 
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ⓒGoogle Earth 

準天頂衛星「みちびき」と GPS
衛星による高精度な測位の実

現により、除雪車の自動運転が
可能となる。 
高規格道や郊外の除雪における

人手不足の問題が解消される。 

準天頂衛星「みちびき」と GPS 衛星による
高精度な測位の実現により、トラクターの自

動運転が普及。 
また、農業にカスタマイズされた衛星の開発、
軌道投入により作物の生育状況、タンパク

含有量などを適宜把握できるようになり、最
適タイミングでの収穫を実現。効率化、品質
の向上に寄与し、人手不足の解消と高付

加価値化を実現。 
さらにハイパースペクトル観測衛星により病害
虫の発生を広域に把握できるようになり、被

害の拡散を最小限に抑えることができる。 

「i-Construction」の普及によ
り、パワーショベルの水平掘り、グ

レーダーやブルドーザーのレベル
調整などの熟練した技術が必要
となる技能も、準天頂衛星「み

ちびき」衛星測位と組み合わせ
ることで自動化も可能となる。 
深刻な人手不足の解消に寄与

する。 

法面等のずれを、衛星測位を用

いたセンサーで監視することで、数
mm 単位での誤差を検知、災
害時に加え、事前の保全計画の

立案にも役立つ。 
衛星コンステレーションの実現で、
適宜観測が可能となる。激甚災

害発生時、瞬時に被害状況を
把握し、救出活動、また復旧復
興へと役立てることができる。 

2030 年の北海道における宇宙利用 

高度な自動運転の実現により、高

齢者の移動手段の確保ができる。
買い物、通院、地域交流などの外
出にかかる負荷が軽減される。 
少子高齢化により発生する北海道
の課題解決の一助となる。 

大樹町の打ち上げ射場が整備され
て中～小型衛星の打ち上げが行わ
れるようになる。 
また、併設される滑走路よりサブオー
ビタル機が離着陸し、準軌道宇宙
飛行や小型衛星ロケットの空中発

射が行われる。 
宇宙への入り口としてプレゼンスが向
上する。 

様々な産業と宇宙を結びつける産業集積(宇宙版シ
リコンバレー)が生まれ、活発な議論、研究、開発、イ
ンキュベーションが行われている。 
様々な企業進出、コラボレーションが生まれる。 

北海道漁業にカスタマイズした観測衛星によ

り魚群の来遊を広域にリアルタイムに把握す
ることができるようになる。 
また、IoT や AI、ビッグデータなどと組み合わ

せて効率よく水揚げをすることができ、人手不
足の解消、高付加価値化のための加工作
業に専念することができるようになり、水産業

の付加価値向上に寄与する。 
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